


集中治療センターの特色

入室患者さんは、
集中治療が必要な方です。
複数の医療機器を使用するため、
広いフロアで観察しています。

疾患は限定しません

一目で状態を把握することが
できます



病床数

★G-ＩＣＵ★ ２：１の看護配置
病床数：4床

＋陰圧室１床
陰陽圧室1床

★ＨＣＵ★ ４：１の看護配置
病床数：1４床

＋陰圧室2床



透析室

臨床工学技士や
腎臓内科医師と協働で行っています

年間約2,000件の透析を
行っています



患者さんの特徴 ①手術後

◆G-ＩＣＵ（心臓血管外科が主です）

◆ＨＣＵ（対象の患者さんであれば、

科は問いません）

症状が軽快し、
ICUからHCUへ転室する
こともあります



患者さんの特徴 ②院内急変の患者さん

集中治療が必要となり全身の観察が必要な患者さん

例：呼吸不全・心不全の悪化、敗血症性ショックなど呼吸循環動態が不安定な患者さん
人工呼吸器の装着・血圧・電解質の補正が必要な患者さん



高度な医療を安全に提供できるよう、頑張っています。

G-ICU・HCUの様子


